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行ってきました！修学旅行 

 １０月２３日（水）・２４日（木）の２日間、

６年生修学旅行に引率しました。２日目午後

の清水寺（見学と買い物）のみ降雨にみまわ

れましたが、それ以外は天気に恵まれ、全員

が参加し、無事に戻ることができました。昨

年度同様、両日とも京都の歴史建造物の見学

や平和学習、そして伝統文化の体験学習となりました。 

今回の修学旅行キーワードは「平和（裏面

は関連記事）」「臨機応変」、そして「感謝」の

３つです。６月１８日の奈良社会見学、１０月３日の保護者説明会・

平和学習プレゼンやこれまでの事前学習をもとに、６年生たちはしっ

かり自分の目や耳で確かめ、聞き取り、

体験し、とても有意義な２日間となり

ました。現在、事後学習の取組のひと

つとして、新聞にまとめているところ

です。「平和」にちなんだ事後学習のひ

とつとして、先日、校長より絵本「お

となになれなかった弟たちに…（米倉

斉加年著）」を読み聞かせしました。米倉氏が子どもの頃の体験をも

とにした作品です。２日間、楽しませてくれたお礼も兼ねています。   

以下に、各方面からいただいたコメントを簡単に紹介します。 

ガイドさん：一生懸命しおりにメモをする姿を見ていて、ガイドとしてのやりがいがありました。 

 運転手さん：コメントはありませんが、ガイドさんの説明を受けた子どもたちのリアクションを

聞いて、常に爆笑されていました（しかし、添乗員さんと交通情報共有を常にされ、帰りの高速道

路工事による渋滞を別ルートで回避し、予定通りの時間に到着、さすがプロ！まさに臨機応変！！）。 

 大徳寺のお坊さん：座禅体験終了後の担任指導の様子を見られた後、担任に対し、「先生、この

指導体制や意識をこれからもぜひ維持していってください。」と激励していただきました。 

 愛好会の皆さん：元気いいですね。素直で楽しいひとときを過ごせました。また来てください。 

 平和ミュージアムボランティアの皆さん：熱心に質問してくるので、感心しました。しっかり事

前学習をされたのでしょうね。これからの平和の時代を、皆さんが作っていってください。 

 旅館の女将さん：ようこそおこしやす。子どもたちからのていねいなあいさつ、いたみいります。 

次年度より新学習指導要領に切り替わり、自らが仲間と共に問題を設定・解決する能力がより求

められた内容となっています。今年は、散策やお小遣い制度等、新たな取り組みを行いました。こ

れからの時代を担う子どもたちを考えてのことです。今は子どもだけ

でなく、大人も問題解決能力や臨機応変な行動が求められる時代です。 

保護者の皆様、準備や送迎、お小遣いの使い方の相談等、本当にあ

りがとうございました。子どもからも感謝の言葉があったと思います。 

さて、次は１１月１５日（金）の三泗音楽会（午後の部）出場に向

け、心をひとつにしてがんばってほしいと思います。期待しています。   
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